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地球温暖化対策等に関する事業者アンケート調査票 

問 1 貴事業所の業種を以下の中からお選びください。 

1．農林⽔産業   ２．鉱業   ３．建設業   ４．製造業  ５．電気・ガス・熱供給・⽔道業
６．運輸・通信   ７．卸売・⼩売業・飲⾷店    ８．⾦融・保険業   ９．不動産業
１０．サービス業   １１．公務     １２．その他（                  ）

問２ 貴事業所の事業形態（施設の状況）をお選びください。 

1．⼯場   2．事務所、教室など   3．商業施設・店舗   4．住居併設店舗
5．病院・宿泊施設   6．その他（                  ）

問３ 貴事業所の所有形態をお選びください。 

1．⾃⼰所有  2．テナント     3．区分所有   

問４ 貴事業所の従業員数をお答えください。 

1．1〜4 ⼈  2．5〜9 ⼈  3．10〜19 ⼈  4．20〜29 ⼈  5．30〜49 ⼈ 
6．50〜99 ⼈  7．100〜199 ⼈  8． 200〜299 ⼈  9．300 ⼈以上 

問５ 貴事業所の業務⽤⾃動⾞の保有台数をお選びください。 

1．0 台   2．1〜4 台     3．5〜9 台   4．10〜29 台    5．30 台以上 

問６ 貴事業所の地球温暖化問題への関⼼について、当てはまるものをお選びください。 【１つ】 

問７ 地球温暖化等の環境問題の情報の⼊⼿⼿段として、現在利⽤されているものをお選びください。 【複数選択可】 
1．テレビ・ラジオ   2．新聞   3．⼀般図書・雑誌   ４．講演会などの催し物
5．公共機関での掲⽰やチラシ   6．市のホームページや印刷物
7．その他ホームページ、ブログ等    ８．SNS（フェイスブック、ツイッター等）
9．商⼯会議所からの情報提供   10． その他（   ） 

問８ 地球温暖化等の環境問題の情報について、今後どのような⼿段で得たいと思いますか。【複数選択可】 
1．テレビ・ラジオ   2．新聞   3．⼀般図書・雑誌   ４．講演会などの催し物
5．公共機関での掲⽰やチラシ   6．市のホームページや印刷物
7．その他ホームページ、ブログ等    ８．SNS（フェイスブック、ツイッター等）
9．商⼯会議所からの情報提供   10． その他（   ） 

問９ 貴事業所の地球温暖化対策に対する取り組みへのお考えについて、当てはまるものをお選びください。【1 つ】 
1．取り組むことは必要であり、そのために経済性が損なわれても仕⽅がない
2．取り組むことは必要だが、経済負担のかからない範囲で取り組みたい
3．取り組むことは必要だが、できれば取り組みたくない
4．取り組むつもりはない
5．その他（            ）

1．関⼼がある  2．ある程度関⼼がある     3．あまり関⼼がない    4．まったく関⼼がない 

⇒ 問１１へお進み下さい
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問１０ 問９で１、２、３を選んだ⽅にお聞きします。取り組む理由として、当てはまるものをお選びください。 
【複数選択可】 

1．企業の社会的責任であり、必要不可⽋だから
2．法規制を順守するために取り組んでいる
3．業績（利益）に影響があるから
4．企業のイメージアップにつながるから
5．環境ビジネスへの参⼊・進展につながるビジネスチャンスだから
6．経費節減も兼ねるから
7．顧客からの要望があるから
8．経営⽅針の⼀部であるから
9．⾏政からの依頼、啓発があるから
10．その他（  ） 

問１１ 地球温暖化対策を実⾏していく上で、問題となっていることをお選びください。【複数選択可】 
1．対策にかかる経費の負担   2．対策に関する知識や情報が少ない 
3．設備等の扱い⽅や維持管理が難しい      4．対策に関する⼈員が⾜りない 
5．取り組みの努⼒が事業の利益につながらない 6．どのように取り組めば良いか分からない 
7．社内の意識が低い     8．特に問題は無い      9． その他（    ） 

問１２ 貴事業所の地球温暖化対策の管理体制について当てはまるものをお選びください。  【それぞれ１つ】 
事業所の地球温暖化対策の管理体制 取り組んでいる 今後取り組みたい 今後も取り組まない 

1．環境問題に関する担当部署、担当者を配置 1 2 3 
2．社員研修の実施 １ ２ ３ 
3．省エネルギーに関する⽅針の決定 1 2 3 
4．ISO14000 シリーズ等の環境マネジメント

システムの構築
1 2 3 

5．エネルギー使⽤量や管理状況の記録 1 2 3 
6．環境報告書の作成、公表 1 2 3 

問１３ 貴事業所での地球温暖化対策の実施状況について当てはまるものをお選びください。また、「今後⾏いたい」「今
後も⾏わない」とお答えいただいた⽅は、取り組めない理由として当てはまるものを欄から選び、下記右枠にご
記⼊ください。  【それぞれ１つ】 

 ＜取り組めない理由＞   

事業活動における地球温暖化対策 
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1．室内温度の適正管理（冷房 28℃、暖房 20℃に設定） 1 2 3 4 ５ ( )
2．利⽤していない電灯・パソコン等をこまめに消す 1 2 3 4 ５ (  ) 
3．エレベーターの適正利⽤（階段利⽤など） 1 2 3 4 ５ (  ) 

1．業務を遅延させるため   2．費⽤負担が増えるため   3．業務が複雑になるため   4．煩わしいため
5．取り組む必要性が理解できないため  6．定着しないため  7．取り組み⽅が不明なため  8．特に理由はない
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事業活動における地球温暖化対策 
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4．買い替え時には、省エネ型機器等の導⼊（LED 購⼊など） 1 2 3 4 ５ (  ) 
5．地産地消の推進 1 2 3 4 ５ (  ) 
6．⾃動販売機の省エネ運転 1 2 3 4 ５ (  ) 
7．事業所や⼯場のエネルギー利⽤状況の把握 1 2 3 4 ５ (  ) 
8．建物の⾼断熱化や⾼気密化（事業所や⼯場等の新築、改築時） 1 2 3 4 ５ (  ) 
9．屋上緑化や壁⾯緑化（みどりのカーテンなど） 1 2 3 4 ５ (  ) 
10．資材や商品などの過剰包装をやめる 1 2 3 4 ５ (  ) 
11．照明（ネオンや看板含む）や⾃然光の適正利⽤ 1 2 3 4 ５ (  ) 
12．太陽光発電などの再⽣可能エネルギーの利⽤ 1 2 3 4 ５ (  ) 
13．グリーン購⼊の推進 1 2 3 4 ５ (  ) 
14．燃焼装置（ボイラーなど）の適正運転 1 2 3 4 ５ (  ) 
15．紙の裏⾯利⽤や両⾯印刷の推進 1 2 3 4 ５ (  ) 
16．事業系ごみの減量やリサイクル推進 1 2 3 4 ５ (  ) 
17．地域環境活動の取り組み（ゴミ収集、緑化、募⾦、イベント開催など） 1 2 3 4 ５ (  ) 
18．環境に関する各種講座やイベント等への参加 1 2 3 4 ５ (  ) 
19．外部専⾨家の指導・助⾔（省エネ診断等） 1 2 3 4 ５ (  ) 
20．エコドライブの実施 1 2 3 4 5 (  ) 
21．低公害⾞の導⼊ 1 2 3 4 5 (  ) 
22．公共交通機関の利⽤による⾃動⾞使⽤の低減 1 2 3 4 5 (  ) 
23．共同輸送・配送等の計画による運輸の合理化 1 2 3 4 5 (  ) 
24．事業所での環境に関する取組内容の公開 1 2 3 4 5 (  ) 
25．環境に配慮した製品の開発、製造、販売 1 2 3 4 5 (  ) 
その他、貴事業者で⾏っている地球温暖化対策、または、今後取り組もうと思っていることが  ありましたら、ご記⼊
ください。（⾃由回答） 

 
問１４  本市では、市域における地球温暖化対策を推進するため、市⺠、事業者、⾏政を会員（会費は無料）とする

「市川市地球温暖化対策推進協議会」が、地域に根差した活動を⾏っております。貴事業所は、こうした取り組み
に参加したいと思いますか。  【1 つ】 

1．積極的に参加したい   2．できる範囲で参加したい   3．参加したいとは思わない 
 
問１５ 地球温暖化対策を進めるうえで有効な施策だと思うものをお選びください。   【複数選択可】 

１．学校や地域への環境学習の充実 
２．市⺠向け環境講座やイベント等の実施 
３．事業者向けの研修や講演会を開催する 
４．広報やホームページなどにおいて地球温暖化に関する情報を提供する 
５．事業者向けの地球温暖化に関する冊⼦やパンフレットを作成・配布する 
６．地球温暖化対策に関する⽀援制度（助成⾦など）の情報を提供する 
７．事業者の地球温暖化への取り組みを評価し、表彰する制度をつくる 
８．事業者の優秀な取り組みの内容を WEB 等で公表する 
９．資材や商品を共同で配送する仕組みづくり 
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1０．環境に配慮した製品の開発、製造、販売 
1１．太陽光発電など再⽣可能エネルギー利⽤設備の導⼊ 
1２．省エネ機器などの導⼊や省エネ改修の実施 
1３．省エネ活動などについての事業者、業界ごとに⾃主的に取り組む 
1４．ＢEMS、FEMS（エネルギー使⽤の⾒える化）の導⼊ 
1５．緑地の保全や整備を推進する 
1６．エコドライブの⼼がけや次世代⾃動⾞の導⼊ 
1７．ごみの削減やリサイクルの推進 
1８．地産地消（地元の産物を地元で消費する）を推進する 
１９．地球環境の保全・再⽣のために活動している団体等への⽀援 
２０．その他（                                ） 

 
問１６ 地球温暖化による気候変動（猛暑や局地的⼤⾬などの、極端な気象現象の増加など） について伺います。

次の気候変動による影響について、どのように感じていますか。    【それぞれ１つ】 
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1．気温の上昇による熱中症などの増加 1 2 3 4 ５ 
2．デング熱をはじめとする感染症の増加 1 2 3 4 ５ 
3．ゲリラ豪⾬などの局地的⼤⾬による影響（洪⽔、⼟砂災害） 1 2 3 4 ５ 
4．海⾯上昇による砂浜の消失、海岸の浸⾷ 1 2 3 4 ５ 
5．夏場の渇⽔などによる⽔資源への影響 1 2 3 4 ５ 
6．農作物の収穫量や品質の低下などによる⾷料⽣産への影響 1 2 3 4 ５ 
7．絶滅危惧種の増加、⽣息域・⽣育域の変化といった⽣態系への影響 1 2 3 4 ５ 
8．桜の開花や紅葉時期の変化などの季節感への影響 1 2 3 4 ５ 

 
問１７ 平成32年度に市川市環境基本計画（以下「計画」という。）の改定を予定しています。新たな計画においては、

国の第五次環境基本計画、現在の計画及び市川市  環境基本条例等を踏まえ、計画の柱となる「基本理念」
を設定し、各種施策を進めていく予定です。 

現在、市では、基本理念に基づく施策の⽅向性として、下記の5つを候補として検討しています。下記の施策
の⽅向性について、当てはまるものをお選びください。 
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1．低炭素社会の実現及び気候変動対策 1 2 3 4 ５ 
2．3R や適正処理の推進等による循環型社会の実現 1 2 3 4 ５ 
3．⽣物多様性の保全再⽣と持続可能な利⽤ 1 2 3 4 ５ 
4．⽣活に関わる⼤気や⽔、⼟壌などの良好な状態の保全 1 2 3 4 ５ 
5．市⺠・事業者・市など様々な主体の協働や環境学習 1 2 3 4 ５ 

 
問１８ 環境に関して、⽇頃関⼼のある内容や市川市の環境に望むこと等、意⾒などがありましたら、ご記⼊ください。 


